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・ ９月のユーロ圏の失業率（統一基準）は12.2％と前月から横這いで、ユーロ発足後の最悪水準にある。

前月発表時点では４～６月の12.1％をピークに、７・８月は12.0％と上昇に歯止めが掛かっていたが、

過去分が遡及改定されたことで、８・９月と上昇トレンドが続いている姿に変わっている。 

・ 前月対比で上昇した国は、ベルギー、フランス、イタリア、キプロス、ルクセンブルク。遡及改定で

過去分の上昇が目立った国は、スペイン、スロベニア、フィンランド。なかでも、スペインは今年に

入って失業者数が減少に転じ、失業率の上昇に歯止めが掛かっていたが、今回の遡及改訂により、過

去３ヶ月は失業者数が再び増加し、失業率の上昇が続く形に変更されている。 

・ 失業率統計は発表毎に遡及改定が行われ、ピークの水準や月毎の細かい動きが頻繁に変わる。今回、

失業率の上昇トレンドがまだ止まっていないことが確認されただけでは、次回11月７日のＥＣＢ理事

会での利下げの決め手とはならない。むしろ、同日発表されたユーロ圏の消費者物価でディスインフ

レ基調が確認された点が注目される。ＥＣＢが11月の会合で現在「均衡している」とする物価のリス

ク判断を「下振れ方向」に変更すれば、次回以降の会合での利下げの現実味が増すことになろう。 

・ なお、10月30日に発表された10月のドイツの失業率は6.9％（統一基準と集計方法が異なる）と前月か

ら横ばい。過去３ヶ月の失業者数は前月から増加し、雇用吸収余力にやや歯止めが掛かってきた。た

だ、このところの失業者の増加には、統計の上で失業者にカウントされない政府の再就職支援プログ

ラムへの参加者が減少していること（政府が支援規模を縮小中）が影響している可能性がある。 
■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏：主要国の失業率
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2012 2013
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ユーロ圏・失業率 11.9 12.0 12.0 12.0 12.1 12.1 12.1 12.1 12.2 12.2

失業者数（前月差、千人） 62 239 28 15 58 49 33 53 73 60
就業者数（前月差、千人） -878 433 205 110 -896 356 240 385 -783 432
労働力人口（前月差、千人） -816 672 233 125 -838 405 273 438 -710 492

ドイツ・失業率 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.3 5.3 5.3 5.3 5.2
フランス・失業率 10.7 10.8 10.8 10.8 10.8 10.8 10.9 11.0 11.0 11.1
スペイン・失業率 26.2 26.4 26.5 26.5 26.5 26.4 26.4 26.5 26.6 26.6

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


